
 

 

 

 

                      

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5号 

 6 月 12 日 

令和 7年度 

川合小学校 

校長室だより 

校訓：強い子 明るい子 考える子 

～子供たちの未来と笑顔のために～ 

川合の子 

6 月 7 日は川合小学校にとって特別な日です。

「川合小学校 全校安全の日」です。 
全校朝礼で、「全校安全の日」の由来となった水

難事故のことについて以下のように 
話しました。 

（前略）112 年前の 6 月 7 日、この日、川合小学校の子どもたちと先生たちは遠足に出かけ

ました。大田市の波根海岸にある立神の岩というめずらしい景色を見に行きました。波根海

岸の立神の岩まで、川合から 12 ㎞、歩くと 2 時間半から 3 時間近くかかると思います。そこ

で、とても悲しい出来事が起こりました。これからそのお話をします。 
 大正 2 年〈1913 年〉6 月 7 日、川合村で、突然「子どもを乗せた船が沈んだぞ。」という叫び

声が上がりました。その声は一瞬にして村中を驚かせました。平和な村を地獄の底へ突き落

したのです。数時間前に歌を歌いながら波根海岸をめざし、歩いて遠足に出かけた川合小学

校の子どもたちが遭難したというのです。この日は良いお天気で、どの家でも田植えに忙しか

ったのですが、お父さんも、お母さんも、お兄さんやお姉さんも、真っ青になりました。みんな

は、胸から下に田んぼの泥をべっとりとつけたまま、顔を涙でくしゃくしゃにしながら、真っ青な

顔でふるえながら、波根海岸まで 12 ㎞近くの道を、列をつくって走りました。 
この遠足に参加したのは、小学校高学年 107 人でした。波根の珍しい岩「立神の岩」を見

に行こうと、男の子と女の子に分かれ船に乗りました。海辺は波が静かでしたが、沖の方へ

出ると大きな波が立っていました。突然、横の方 
から大きな波がやってきて舟は大きく傾きました。 
波のことをよく知らない子どもたちは、驚いて舟の 
片側へ寄りました。すると 44 人の女の子と付添 
いの女性が載っていた船は、満員の状態であっ 
という間にひっくりかえってしまいました。子ども 
たちはみんな着物に袴、弁当を風呂敷に包んで 
肩から斜めにかけ、草履ばきでした。体の自由が利かず、ひっくり返った船の底につかまろう

としても、長い道を歩いてきた疲れもあって、次々と波にのまれていきました。救助の船もすぐ

に出されましたが、間に合わず、力尽きた 15 人の子供たちと付添いの女性１人、あわせて

16 名の尊い命が失われました。楽しいはずの遠足が悲しく辛い遠足になってしましました。 
お父さん、お母さんはもちろんですが、川合の地域の人だけでなく、日本中の人がこのこと

を思って、大きな悲しみに包まれました。事故の 1 カ月後、学校の隣の浄光寺で亡くなった方

を悼む法要が行われました。亡くなった方の冥福を祈るために、浄光寺には、16 体のお地蔵

弔魂碑の掃除 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6 年学級通信より一部抜粋】 

平和学習や重工業の学習など、本物に触れたり貴重な話を聞いたり 

することができ、とてもよい経験でした。買い物やホテルでは、決ま 

りを守りながら、友達と楽しく過ごしていました。 

 

（日記より） 

・資料館を見学して、思っていたよりもひどい状態でびっくりしました。 

・平和について学習して、平和であることが大切だということ、いま自分たちはこの戦争

のない平和を大切にし、続けていきたいと思いました。 

・平和セレモニーでは、戦争にあった人々のことを思って（誓いの言葉を）言うことがで

きました。 

・戦争は本当に怖くて、今がとっても幸せなんだと思いました。 

・宮島はシカがたくさんいて、人に慣れていました。厳島神社では、昔の人がいろいろな

工夫をしてそれを残せているのがすごいと思いました。 

・宮島では、もみじ饅頭とかキーホルダーとか買って楽しかったです。 

・JFE の工場の中に入って、少しの時間で大きな巻物のようなものができて、とても不思

議に思いました。 

・5 分前集合を心がけて、周りに迷惑をかけないように気を付けました。 

・ホテルがとてもきれいで、部屋がすごく広くてお風呂も 2 個あって、すごく興奮しま

した。 

・ホテルのご飯はとてもおいしかったです。 

・バスでは長久小の人たちとたくさんしゃべって、ホテルではみんなの部屋を回って話

をしました。楽しかったです。 

・私はほかの学校の人とも仲良くなるとめあてに書いていて、たくさん話ができました。 

・修学旅行から帰ってきて、すごく家はにぎやかで、ほっとしました。 

 

たくさん学んでたくさん楽しんだことが分かります。いい修学旅行でした。 

を悼む法要が行われました。亡くなった方の冥福を祈るために、浄光寺には、16 体のお地蔵

さんが納めてあります。また、物部神社の近くの公園に大きな石碑が建てられました。実は、

この石碑は、今から 20 年前〈2003 年〉に物部神社境内に移されました。それからは毎年、6
年生の皆さんが、学校を代表してお参りし続けています。その石碑に書かれた字をよくみる

と、「立神の岩」とか「川合小」といった文字を見つけることができます。 
今日も 6 年生が学校を代表して神社へ行って掃除をしたり花を手向けたりしてくれます。

川合小学校では、長い間、こうして、6 月 7 日を全校安全の日と決めて、「命や人権を大切に

し、守ること」について考えてきました。（後略） 

 

6 月 5 日(木)・6 日(金)、6 年生が長久小・久屋小との連合で、修 
学旅行に行きました。好天に恵まれ充実した修学旅行になりました。 


